
　食事はエネルギーや栄養素を補給すること以外にも、人と人とがコミュニケーションを
とり、繋がりを深める場でもあります。食事の際に、姿勢や食器の持ち方、話す内容など
に一人一人が気を配ることによって、一緒に食べる人に嫌な思いをさせることなく、楽し
い食事時間を過ごすことができます。正しいマナーを身に付け、食事を楽しみましょう。

令和２年度 ９月号

秋田南高等学校中等部

その１ 「背筋をピンと伸ばして食べよう」

その２ 「はしを正しく持とう」

その３ 「食器を美しく持とう」

背筋をまっす

ぐ伸ばして食べ

ることで胃が圧

迫されず、食べ

物の消化がよく

なります。

はしは、つまむ、

はさむ、切る、く

るむ、混ぜるなど、

様々な使用法があ

る万能な道具です。

正しく持って使い

こなしましょう。

４本の指の上に

茶わんの底をのせ、

親指を茶わんのへ

りにかけて支えま

す。４本の指を

くっつけると器が

安定します。

こんな持ち方はやめよう

指をへりにひっ

かけたり、親指を

中に入れたりする

持ち方は器が安定

しにくく、料理を

こぼす原因になり

ます。

茶わんの持ち方

はしの持ち方 マナー違反に注意！「きらいばし」




